
 

「百舌鳥・古市古墳群」世界文化遺産登録記念 

  
 

 

地域の中の古墳をどう活かすか  

～文化的価値と観光力～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

日   時：令和元年９月２８日（土）１３:００～１６:１５（開場１２:１５） 

会 場：堺市総合福祉会館６階ホール（堺市堺区南瓦町2-1） 

募 集：4５0名（事前申込み、先着順） 

入場料：無 料           

 ■ 講演「現代における持続可能な文化遺産の保護－アンデス文明調査での経験から」 

      関 雄二 氏（国立民族学博物館副館長） 

 ■ 講談「古墳のまち・堺を語る『鍵は古墳にあり』」 

    旭堂小南陵氏 

 ■ ディスカッション   

     「地域の中の古墳をどう活かすか ～文化的価値と観光力～」 

      関 雄二   氏（国立民族学博物館副館長） 

      殿村美樹   氏（（一社）地方PR機構代表理事、PRプロデューサー） 

      一瀬和夫   氏（京都橘大学文学部歴史遺産学科教授）        

      川上 浩   氏（堺観光ボランティア協会理事長）        

     コーディネーター 

      宗田好史   氏（京都府立大学副学長） 

  

 写真提供 堺市 

 ３世紀から７世紀にかけ、全国各地に様々な大きさや形の古墳が造られ、飛鳥から奈良、京都と
千年以上都のあった畿内には数多くの古墳が残されています。今回は、世界文化遺産に登録された
百舌鳥と古市の両古墳群をテーマにフォーラムを行います。 
 令和の時代を迎え、改めて私たちの身近にある歴史文化資源の価値を探るとともに、次代に向け
その保存と活用、地域づくりとの関わり、観光資源としての魅力について考えます。 

  

 講談師 旭堂小南陵 

＜主催＞関西広域連合、歴史街道推進協議会、文化庁地域文化創生本部 
＜後援＞ 堺市、（公社）関西経済連合会、（一財）関西観光本部 
     近畿日本鉄道㈱、京阪ホールディングス㈱、東海旅客鉄道㈱、南海電気鉄道㈱、 西日本旅客鉄道㈱ 
   阪急電鉄㈱、阪神電気鉄道㈱ 



関 雄二氏 （国立民族学博物館副館長・人類文明誌研究部教授、総合研究大学院大学教授） 
 

        文化遺産国際協力コンソーシアム副会長。専攻はアンデス考古学、文化人類学。1979年以来南米ペルーにおいて
神殿の発掘調査を行い、アンデス文明の成立過程を追究するかたわら、文化遺産の保存と活用にも取り組む。 
主な著書として『古代アンデス 権力の考古学』（京都大学学術出版会2006）、『アンデスの考古学 改訂版』
（同成社2010）、『アンデスの文化遺産を活かす－考古学者と盗掘者の対話』（臨川書店2014）がある。 
2008年濱田清陵賞、2015年ペルー文化功労賞、2016年外務大臣表彰を受賞。 
 

応募方法 ：ハガキ ・ FAX ・ Eメール・協議会ＨＰから下記の事項を 
     明記してお申込み下さい。後日、参加証をお送りします。 

応  募  先 ：〒530-0005 大阪市北区中之島2-2-2-７Ｆ 

                 歴史街道推進協議会「歴史文化遺産フォーラム」係 
         ＦＡＸ   ０６-6223-7234  

                  Eメール time-trip@rekishikaido.gr.jp 

問 合 せ：ＴＥＬ   ０６-6223-7744 （平日10～17時）  

安 えみ 氏（あだち えみ） 

●個人情報の取り扱いについて 申込者から取得した個人情報は、歴史街道推進協議会で実施する業務に必要な範囲内で利用いたします。 

※歴史街道倶楽部の方は（ ）に会員番号をご記入ください 

■ 歴史街道倶楽部入会案内資料          部 希望（希望される方のみ部数をご記入ください）  

■ 同伴の参加者氏名 

（申込書1枚につき 2名様まで） 

（        ） 

（        ） 

■ 歴史街道倶楽部会員番号（      ） 

■ 住所 〒 

■ 参加代表者の氏名 ■ 電話番号    （    ） 

歴史文化遺産フォーラム（ 元 .９.２８) 申込書   FAX： 0 6 – 6 2 2 3 - 7 2 3 4  

 出 演 者 略 歴  

一瀬 和夫氏 
（京都橘大学文学部歴史遺産学科教授） 

大阪府大阪市生まれ。 
関西大学文学部史学科卒業。博士（文学） 
現在、京都橘大学大学院文学研究科長。 
主な著作に、『古墳時代のシンボル・仁徳陵
古墳』（新泉社）、『巨大古墳の出現－仁徳
朝の全盛』（文英堂）、『考古学の研究法』
（学生社）がある。 

殿村 美樹氏（（一社）地方ＰＲ機構代表理事、 
              ＰＲプロデューサー） 

京都府宇治市生まれ。1989年TMオフィス
を創業。2019年に地方PR機構を設立。 
中小企業や自治体のPRを多く手がける。 
同志社大学大学院MBA「地域ブランド戦
略」教員。内閣府地域活性化伝道師。 
座右の銘は「一隅を照らす」。近著に、
『武将たちのPR戦略』（ワニブックス
PLUS新書）がある。 

川上 浩氏 （堺観光ボランティア協会理事長） 
 

2009年8月同協会へ入会する。 
2014年6月同協会３代目理事長に就任し  
現在、3期目となる。9年間でのツアーガ
イド添乗数600回以上。 
百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産を目指
す市民の会理事、堺市立幼小中高校教育ア
シスタント授業講師など、多面的に地域の
様々なまちづくり活動に関わっている。 

宗田 好史氏（京都府立大学副学長） 
 

静岡県浜松市生まれ。 法政大学工学部建築
学科、同大学院を経てイタリア ピサ大学・
ローマ大学大学院にて都市計画学を専攻。 
イタリアの歴史的都市保存計画、景観計画の
研究で工学博士（京都大学）。  
主な著書に、『創造都市のための観光振興－
小さなビジネスを育てるまちづくり』（学芸
出版社・2010年）など多数。 

南海高野線「堺東駅」下車700ｍ 
住 所：〒590-0078  
     堺市堺区南瓦町２番１号 
電 話：０７２-２２２-７５００    

堺市総合福祉会館 


